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要素間での通信回数が n 2 のオーダ以上になるものが提案されている O 本研究では，各メッセージの含
む情報量を多くすることにより，通信回数がn のオーダに納まる方式を開発した。この方式での全体の
通信量は従来の方法と同程度であるが通信回数を減らすことで通信に伴うオーバヘッドを少なくする
ことができる有効性をもっO
ローカルエリアネットワーク上に高速高信頼ブロードキャスト通信を実現するプロトコルの提案がさ
れた。そのプロトコルの実現により，各オブジェクトは，メッセージの到着確認を行なうことなく，低
いオーバヘッドで確実にメッセージを送出できるようになった。
最後に，本論文で提案された機能を備えた具体的システム例として列車運行管理と電力系統の電圧
一定化制御のためのシステムの試作が行われた。その試作を通して提案した宣言型のシステム構造と
分散処理機構の実現性と有効性が明らかにされた。
以上のように，本研究の成果は，集中管理機構がない本来の意味での分散処理環境を構築するための
いくつかの重要かっ有用な基礎技術を提供するものであり，この分野における貢献が大きく，工学博
士の学位論文として価値あるものと認めるO
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